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造礁サンゴ骨格内には緑色を呈する微生物群集が存在することが知られて

いる。しかし、骨格内の緑色微生物群集と宿主であるサンゴの間の相互作用に

ついては研究例が少なく、不明な点が多い。一般に、緑色微生物群は塊状サン

ゴ骨格内に観察されることが多く、枝状サンゴ骨格内ではあまり観察されない。

本研究では､骨格内微生物群の働きを明らかにするために､枝状サンゴAcmpom

dbgi/舵、を用いて感染の有無によるストレス応答の差異を調べた。

骨格内に緑色微生物群集が感染しているグループと､感染していないグループ

の間で、光強度を4001Lmolphotonsm~2s~'に固定し、温度ストレス環境下におけ

る光合成活性の変化を、クロロフィル蛍光法を用い比較した。非温度ストレス

環境下（２６℃、２８℃）で光ストレスを５時間与えた場合、感染したグループが、

感染していないグループに比べ、高い光合成活`性を維持した。光ストレス処理

後、１２時間弱光下で回復させた結果、光合成活性は両グループとも初期値まで

回復した。一方、温度ストレス環境下（30℃、３２℃）で光ストレスを５時間与

えた場合、光合成活性の変化に２グループ間の差は見られなかった。１２時間回

復させた結果、両グループの光合成活性は初期値まで回復せず、回復率におい

て２グループ間の差も見られなかった。しかし、処理後24時間以内の死亡率は

感染したグループで高かった。

これらの結果から骨格内の緑色微生物群集は､光ストレスに対してサンゴの光

合成活性を維持する働きをもつが、回復過程には影響を与えない可能性と、高

温ストレス環境下では光合成活性には影響を与えないものの、ストレス処理後

のサンゴの生存率に影響を与えることが示唆された。


